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出部地区人口 2025年 10月31日現在 7,111(191)人  男3,467(72)人 女3,644(119)人 世帯数3,152(175)戸 
       2025年 6月末比       -52  (8)人     -24 (2)人    -28  (6)人           -9  (6)戸  ※カッコ内は外国人 

 第一部では、「高校生が導く

“平和との出会い”」と題し

て、ワークショップが行なわれ

ました。参加者は「自分にとっ

て大切なもの」が戦争や核兵器

によってどう影響を受けるかを

考えることで、平和を“自分ご

と”としてとらえるきっかけを

得ました。最後には「平和×○

○」というテーマで、自分の好

きなことや得意なことを平和活

動と結びつける創造的なワーク

で、それぞれの“平和のかた

ち”が、参加者の心に静かに響

きました。       ・       

 第二部では、中国新聞社 特

別論説委員・宮﨑智三氏が原爆

報道や福島第一原発事故の取材

経験をもとに、核兵器の非人道

性、報道の使命、そして市民の

力について講演。 

       （２面に続く）→ 

消火栓講習会＆防災プログラム  7面 

花火支援ライブ＆カフェ       8面    

５年目 いずえ野外フェスタ   10～11面 

夏の少年団だより       12～13面 

30回記念ゴルフコンペ             16面 

メ
ニ
ュ
ー 

「戦後80年セミナー やさしく紡ぐ平和のかたち」 

 

 8月10日、「戦後80年 やさしく紡ぐ平和のかたち」と題した平和セミナーをスマイ

ルいずえで開催しました。会場には、地域の人々が戦争のない未来へ向けて、平和に

ついて語り合う温かな時間が流れました。 

高校生による平和発信団体
「Peace Link 井原」の共同
代表のお二人。  

（右）佃 和佳奈
つ く だ  わ か な

さん（17）
（福山暁の星女子高３年、西

江原町）と、（左）杉村希歩
すぎむら きほ

さん（17）（福山暁の星女子

高３年、福山市神辺町） 
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 「重陽の節句茶会」が9月6日、スマイルい

ずえ2階学習室で開催されました。公民館

サークル「茶道教室」の皆さんのご協力のも

と、秋の気配を感じる穏やかなひとときが、

参加者の皆さまに届けられました。 

  茶会では、丁寧なお点前が披露され、参加

者は一服のお茶とともに、日々の疲れを癒す

静かな時間を過ごしました。心のこもったも

てなしに、会場は和やかな雰囲気に包まれま

した。この茶会は「重陽の節句」にちなんで

企画されたもので、重陽とは、9月9日を指し

ます。奇数の中で最も大きい「九」が重なる

ことから「陽が重なる」とされ、古来より縁

起の良い日とされてきました。当日は、節句

にちなんだ和菓子「着綿（きせわた）」が振

る舞われました。淡いピンクと白の色合いが

美しく、参加者からは「目にも心にも優しい

お菓子ですね」との声も聞かれました。ま

た、出部小学校の児童の皆さんも茶会の運営

に協力してくださり、受付や配膳などを元気

に手伝ってくれました。地域の大人と子ども

がともに行事を支える姿は、公民館活動の理

想のかたちと言えます。今回の茶会を通じ

て、季節の節目を大切にする心や、地域のつ

ながりの温かさを改めて感じることができま

した。ご参加いただいた皆さ

ま、そして運営にご尽力いた

だいた茶道教室の皆さま、 

ありがとうございました。 

スマイルいずえだより 

 秋の気配を感じながら 出
部
小
茶
道
ク
ラ
ブ
と
と
も
に 

 着綿（きせわた） 

（１面より続く） 

〇 核 と 人 類 の 共 存 は 可 能 か 

中国新聞社が爆心地からわずか900メートルの

場所にあったこと、社員の3分の1が犠牲と

なった事実。その“被爆者としての報道機

関”の視点から、核兵器の悲惨さと報道の責

任が語られました。「核と人類は共存できな

い」と語った森滝市郎氏の言葉や被爆者たち

の「ネバーギブアップ」の精神が紹介され、

宮﨑氏は、核兵器の威力が広島・長崎の千倍

にもなる現代の状況を踏まえ「核戦争に勝者

はいない」と強く訴えました。・・・・ 

〇 未 来 へ つ な ぐ 平 和 の バ ト ン 

このセミナーは、若者の感性と大人の経験が

交差する場となり、参加者一人ひとりが「自

分にできる平和のかたち」を見つける時間と

なりました。次世代へと紡がれる平和のかた

ち、その一歩が、井原市から始まる予感がし

ま す 。             。  
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社協だより 

 出部地区社会福祉協議会生きがい健康部

は、９月12日（金）に「大人のための健康づ

くり～歯と口の健康～」の健康講座を開催。 

 井原市健康医療課の矢谷雅世保健師による

講演があり、参加者19名が熱心に講義を聞きました。 

 講演では、生活習慣病と歯周病の関係がクイズ形式でわかりやすく説明されました。

続いて、あいうえお体操、パタカラ体操、吹き戻しの器具を使ってお口の周りのトレー

ニングの実体験を行いました。最後は井原放送の「元気シニアチャレンジTV」の介護放

送についてPRされ、有意義な研修会となりました。 

 出部地区愛育委員会の委員17名が、井原

市敬老会事業の一環として80歳以上の

在宅の高齢者757名を対象に、記念品

として商品券及び昆布茶を市長の祝辞を添

えて郵送し、長寿を祝福しました。 

歯と口の健康講座 

敬老の日 757名に贈り物 

卒寿（９０歳）お祝のお届け  

 出部地区社会福祉協議会友愛訪問部は、９

月５日に90歳（卒寿）以上の高齢者

133名の方々に地元産のシャインマスカッ

ト一房、及び暑中お見舞いのお手紙を添え

て、民生委員11名がご自宅にお届けして、長

寿をお祝いしました。 
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社協だより 

雨で残念 また来年会いましょう！ 
三世代交流グラウンドゴルフ大会 

 10月4日、三世代交流グラウンドゴ

ルフ大会当日の天候は「雨時々曇

り」。前日の雨で砂地は水溜りがあ

り、プレーは出来ず中止になりまし

た。 

 事前申込者は 21名でしたが、プ

レーに来られた方々と役員の13名で

集合写真を撮りました。参加された

方には参加賞を差し上げて大会を終

了しました。 

民生児童委員あいさつ運動 
 ＆教育長・校長との懇談 

 11月４日（火）出部小学校にて民生児童委員は、こども家庭庁の「秋のこどもまん

なかアクション」の一環で挨拶運動をおこないました。終了後、教育長・校長と懇談

し、授業参観をしました。 

（小さいパウンド型１個分） 

〇材料 

卵１個、オイル20ｇ（米油やココ

ナッツオイルなど）  

砂糖20ｇ、米粉20ｇ（薄力粉でもよ

い）、ココア 10ｇ、チョコチップ 

10ｇ、トッピング（ビスケットやベ

リーなど） 

 

〇作り方  

①ビスケット以外の材料を順番にボ

ウルに入れて混ぜる  

②型にオーブンペーパーを敷いて生

地を流し入れる  

③好みのトッピングを乗せる  

④170℃のオーブンで15分焼く  
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 いずえまちおこし協議会歴史研究

会は、「ふるさと探訪出部の史跡 

七日市編」を200部発行しました。 

 地域の皆さまに地域の宝を知っ

て、記憶にとどめてほしいとの思い

で３年ぶりに増補し、新たに修正も

加えました。すべての漢字にふり仮

名をつけ、小学生でも読めるように

配慮し、出部小学校に80部寄贈いた

しました。 

 増補箇所の一例・・・ 

「日芳橋は、岡山県下にある大正期

の鋼鉄橋としては、岡山市の京橋と

同橋の２例しかなく、現存する県内

最古のトラス橋（鋼材と鋼材を三角

形に結合して組み立てた橋）であ

る。全国的にも初期のトラス構造の

橋として注目され、弓状の構造が特

徴の鋼ボーストリングトラス橋とし

て、令和７（2025）年「日本の推薦

産業遺産」に認定された。」 

  判型 B5判 カラー 20ページ 

まち協だより 

ご
希
望
の
方
に

は
、
ス
マ
イ
ル

い
ず
え
に
て
、 

実
費
５
０
０
円

で
、
お
頒
け
し

て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

予告  
歴史ロマンウォーク  
 「出部に前方後円墳は

存在するの
だろうか？」 

 出部では関東平

（せきとうびら）古墳とよばれており、

その西側の岩崎山古墳との関係で「もし

や前方後円墳？」と噂されている古墳を

探訪します。 

2026年２月開催予定 
ふるさと探訪 出部の史跡 66頁より 

出
部
歴
史
研
究
会 

 
 
 
 
 
 

発
行
し
ま
し
た
！ 

「
ふ
る
さ
と
探
訪 

出
部
の
史
跡 

七
日
市
編
」 
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まち協だより 

  キャンプ飯を作ろう！ 

 9月27日（土）天気は曇り空でした

が、天神峡キャンプ場にレッツゴー！ 

 今回のキャンプ飯メニューは、 

焼肉ピラフ、ピザトースト、団子巻

き、タコカラ、トマトとナス炒め。 

 都合の良いときに集まり、都合の良

い人が作り始める。 

 ゆる～いスケジュールで、ゆったり過ごすのが、キャンプ

飯を作ろう！の目的。しっかりと果たすことができました。 

 ワインパーティー❤女子会 

 

 チーム❤キューピット 

10月11日(土)チーム❤キューピットは「ワインパー

ティー❤女子会」をスマイルいずえで開催しました。毎

回、独身男女のカップル誕生を祈りつつ出会いの場を提供

しています。今回は、女子会で仲間づくりができたら、男

女の合同会へと繋がっていくことを願っての開催。 

当日、参加者たちは自作のおつまみ作りでうちとけ、会

場の雰囲気も和らいだところで、まずはスパークリングワ

インで乾杯！その後プロジェクターを使ってワインの特徴

や選び方などを学びました。自作のおつまみと世界のワイ

ンを堪能し、歓談の輪は広がってゲームタイムで最高潮

に。広報にあたっては、今回初めての試みで、FM岡山、井

原放送等のメディアの協力を得て参加者を募ってみまし

た。           （参加者9人 スタッフ7人） 
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 10月26日（日）出部小学校校庭にお

いて、井原市消防団出部分団の主催で

消火栓講習会が開催されました。同時

に、まち協の防災部会による新しい形

の防災訓練プログラム「『イザ！カエ

ルキャラバン！』をスタンプラリーで

体験しよう」が開催されました。防災

部会の運営で、毛布で担架タイムトラ

イアル、防災カードゲーム「シャッフ

ル」、紙食器づくり、豚汁とアルファ

米おにぎりの試食コーナーが設置さ

れ、来場者は「イザ」を体感すること

ができました。 

消防団・まち協だより 
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まち協だより 

 7月19日（土）午後5時30分より、夏フェスタの花火 

支援イベントとして「イブニングライブ&カフェ」を 

スマイルいずえ駐車場で開催しました。ライブでは、 

いずえフォーク村、ハワイアンフラ 

「ナーメレ オカ ナヘレ」、はしもとな

おこバンド、バンド演奏「ジャリュ

ウ」、長寿の里ギター、ダンスサークル

IB＠LA のパフォーマンスが繰り広げら

れました。飲食コーナーのいずえカフェ

では、串カツやおでんなどの『お・い・

し・い』100円均一が今年も早々に売り

切れが出るほど大好評でした。また、遊

びブースでは、金魚すくいや輪投げがあ

り、子ども達のたくさんの笑顔が見られ

ました。歌や踊りを見て楽しみながら、

食べて飲んで地域交流の輪が広がりまし

た。なお、会場には花火募金箱も設置さ

れ、8月2日開催のいずえ夏フェスタ花火

の協力金も募られま

した。ご協力、ご参

加いただいた皆様あ

りがとうございまし

た。  

（報告:  

ショーアップチーム  

    石丸知美） 

いずえ夏フェスタ2025花火応援 
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公民館・まち協だより 

  8月29日（金）18時よりスマイルいずえにて、カラオケイブニングカーニバルを

開催。カラオケを通じてマイク越しの交流イベントで歌好きの中学生から70歳代ま

での幅広い年齢層が参加。アニソン、

フォーク、演歌、ポップスとバラエティ

に富んだカラオケ大会となりました。 

 出場者の中には、80年代の名曲「俺た

ちの旅」を熱唱する若者の姿もあり、会

場は拍手と笑顔でいっぱいになりまし

た。飛び入り参加もあり 採点は白熱。優

勝は「残酷な天使のテーゼ」を歌った橋

本直子さん。2位伊藤陽希さん、3位中間

美海さんとなりました。カラオケを通じ

て世代を超えた賑やかな集いの場となり

ました。  

 健康増進、交流を深めるために、ぜひ

グループでのカラオケ利用をご検討くだ

さい。公民館で受け付けていますので、

詳細はお問い合わせください。 

  10月31日（金）元タカラジェン

ヌ・響 紀（ひ び き）さ ん に よ る 

ヴォーカルトレーニング講座を開催し

ました。当日は30人の参加があり、カ

ラオケがうまくなるだけじゃない！ 

姿勢改善・発声力アップ・そして健康

づくりを目指した充実のレッスンに、

みなさん「納得」でした。 

響紀さんといっしょに歌う！ 

カラオケ イブニングカーニバル 



地
域
み
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な
で
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５回目の音楽イベント  雨を避けて室内開催   
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 いずえ野外フェスタ2025、10月

25日スマイルいずえ多目的ホール

で開催されました。５年目を数え

地域に「音楽の輪」を広げてゆく

催しとして定着いたしました。 

（雨予報のため室内開催） 

野外フェスタ2025 

デ
ィ
ス
ク 

キ
ャ
ッ
チ
リ
レ
ー 

元気いっぱいリズムもピタリの3人組 ダンスユニットちゃむ ときに熱く、ときにリラックスして 後月（しづき）の宴 

 今回で５回目の「野外フェスタいずえ」は、 

2025年10月25日（土）、会場をスマイルいずえ

多目的ホールに変更しての開催となりました。 

 出演者は、金管アンサンブル「PITO」、はし

もとなおこバンド、ダンスユニットちゃむ、井

原の金田組、後月の宴の５組。パワフルなパ

フォーマンスで、会場の皆さんと一体感を味わ

えるステージを繰り広げてくださいました。 

 出演者から「場所の変更で残念に思っが、室

内で演奏することで、お客さんとの距離も近く 

一体感を味わった」、また「他の演奏者たちと

も仲良くでき良かった」との感想もいただきま

した。会場では温かいコーヒーや紅茶の販売が

あり、観客の皆さんもゆっくりくつろげる時間

を過ごせたと思います。 

 当日は曇り時々小雨の空模様でしたが、一日

を通して肌寒い気温となり、室内で安心して開

催することができました。  

二宮理奈さん 

映画音楽でしっとり 金管アンサンブル「PITO」 

 主催：いずえ地区まちおこし協議会 

    スマイルいずえ（出部公民館）  

野外フェスタ2025 

フィナーレは会場の皆さんとともに 

懐かしいハーモニー 井原の金田組 

会場設営、コーヒー提供 

リズムが効いたバンド編成で  はしもとなおこバンド  

情感あふれるトランペットソロ 﨑谷由佳利さん 

野外フェスタ2025 
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少年団だより 

 9月28日、第２回資源回収を行いました。

団員は７人と少ないですが、資源の分別を学

ぶと共に一致団結して取り組みました。活動

内容は、資源回収、公園清掃、バス旅行、

ボーリング大会などです。来年度には、ソフ

トボールを復活させたいと思っています。興

味のある方はぜひお問い合わせください。い

つでも入団募集しております。 

資源回収（西部少年団） 連合少年団球技大会 

 9月7日、ドッジボールを行いました。今

年は男女計33名で3つの混合チームに分けて

総当りのリーグ戦を行いました。チーム内

で助け合い、声を出し合いながら白熱した

戦いになりました。勝ち負けによらず、団

員全員が笑顔でプレー出来た球技大会にな

りました。 

 今年度は８人で活動しています。4月12

日、9月14日、清掃活動として七日市公園

周辺道路のゴミ拾いと公園掃除を行いまし

た。道路の溝には、空き缶・ビン、タバコ

の吸い殻が想像していた以上に落ちており

驚きました。公園掃除は老人会の皆さんと

一緒に草取りや落ち葉を拾いました。 

 道路や公園がきれいになって気持ちも

スッキリしました。 

 7月5日～6日、経ヶ丸キャンプ場でキャン

プをしました。暑い中、みんなで協力してテ

ントを組み立てたり、火起こしや食材の準備

をしたりして、バーベキューやすいか割りを

楽しみました。 

8月13日、七

日市公園で

盆踊り大会

がありまし

た。 

 かき氷やジュース、フランクフルト、

スーパーボールの出店を出しました。たく

さんの地域の方と一緒に、夏の夜を楽しむ

ことができました。 

清掃活動（七日市少年団） 

盆踊り（七日市少年団） 

キャンプ（七日市少年団） 

 いずえ地区では、七日市少年団、出部

中部少年団、出部西部少年団の３少年団

が活発に活動しています。子どもたちの

生き生きとした笑顔をお届けします。 
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少年団だより 

 9月13日～14日、浜辺での活動・流しそう

めん・キャンプファイヤー・みんなで協力

しながら作ったカレーなど楽しい時間を過

ごしました。笑顔と絆があふれる思い出に

残る2日間になりました！ 

 「出部中部夏祭り盆踊り大会」が、8月14

日に開催されました。会場にはたくさんの

提灯が灯り、太鼓の音に合わせて法被、浴

衣姿のたくさんの方々が踊る盆踊りの輪が

広がりました。夜店では、バクダンキャン

ディー、くじ引き、輪投げなど、子どもた

ちの笑顔があふれ、地域のみなさんの交流

の場となりました。 

 10月19日、出部中部地区で秋祭りが

行われました。当日はあいにくの空

模様にもかかわらず、大黒様、鬼、

法被を身につけた子どもたちの姿で

練り歩きました。地域の方々から、

笑顔と温かいお言葉をたくさん頂き

ました。ありがとうございました。 

キャンプ（中部少年団） 盆踊り大会（中部少年団） 

秋祭り（中部少年団） 
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夏季将棋大会結果 

スマイルいずえだより 

 出部公民館主催  

夏季将棋大会 

（中国新聞備後本社 後援） 

 8月24日、スマイルいずえ多目

的ホールで、恒例の夏季将棋大

会が開かれました。 

 今年も地区内外から40人を超

える将棋愛好者が集まり、日頃

鍛えた読みと技を存分に発揮し

ました。大会は、A級・B級・C級

の3クラスに分かれ、それぞれ実

力の近い参加者同士が熱戦を展

開。 

 A級では経験豊富な上級者が高

度な読み合いを繰り広げ、観戦

者をも唸らせる攻防が続きまし

た。B級では中級者が一局一局に

全力を注ぎ、着実な実力アップ

を目指す真剣勝負が展開。そしてC級では、少年

棋士が元気いっぱいに挑戦し、将棋の楽しさを

実感しながら貴重な実戦経験を積みました。 

成績は次の通り。 

 A級 

優 勝：寺岡 泰伸さん 

準優勝：原田 芳弘さん 

第３位：髙橋 章司さん 

 B級 

優 勝：松井 一師さん 

準優勝：小野 昌巳さん 

第３位：式見 定雄さん 

 C級 

優 勝：藤 旭輝さん 

準優勝：松井 香穂さん 

第３位：松田 直樹さん 

山陽新聞社 後援 

出部公民館 主催  新 春 将 棋 大 会 

  

 

 

 令和８年の新春を飾る『将棋大会』を下記により開催いたしますので、皆様

お誘い合わせのうえ多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１ 日  時   令和８年２月８日（日） １３：００～１７：００ 

                       （受付 １２：３０～） 

２ 会  場   井原市上出部町 1219 番地 2 

井原市「出部公民館」 ２階 多目的ホール 

 

３ 後  援   山陽新聞社 

 

４ 競技方法   過去の成績によりＡ級、Ｂ級、Ｃ級で競技する 

          ※ Ａ級・Ｂ級（一般） 

          ※ Ｃ級（子ども将棋） 

 

５ 表  彰   Ａ・Ｂ・Ｃ各級 優勝者に公民館長賞 

Ａ・Ｂ・Ｃ各級１位～３位までを表彰 

※ 飛び賞あり      

 

６ 会  費   ５００円 

※ 当日、受付で集金いたします。 

※ 小・中・高生は、無料 

 

７ 申  込   当日、会場で申し込み 

※ 競技開始までに受付を完了のこと 

 

８ 問合せ先   鳥 越 哲史郎 さん（℡６３－０７５９） 

         川 合 宏 治 さん（℡６７－２３０１） 

                出部公民館（℡６２－３９６０）平日 9：00～17：00 

                       

※ 駐車場に限りがありますので、なるべく乗り合わせてお越し下さい。 

 

☆☆☆☆☆ 井原市出部公民館 ☆☆☆☆☆ 
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スマイルいずえだより 

夏
季
囲
碁
大
会
結
果 

 出部公民館主催夏季囲碁大会

（中国新聞備後本社 後援）が8

月17日、スマイルいずえ多目的

ホールで開かれました。 

 今年も地区内外から約30人の

囲碁愛好者が一堂に会し、日頃

の鍛錬の成果を競い合いまし

た。参加者は過去の成績に基づ

き、A級・B級の2クラスに分かれ

て対局。実力伯仲の白熱した勝

負が繰り広げられ、会場は熱気

と緊張感に包まれました。 

 対局の合間には、参加者同士

の交流も盛んに行われ、囲碁を

通じた地域のつながりが一層深

まりました。大会は、囲碁文化

の継承と地域コミュニティの活

性化を目的として毎年開催されており、地

元の皆さんにとっても楽しみな夏の恒例行

事です。 

 Ａ  級 

 優  勝  神 保 圭 之さん 

 準優勝  金 尾 澄 子さん 

 第３位  山 岡   匡さん 

山陽新聞社賞争奪 

出部公民館 主催  新 春 囲 碁 大 会 

 

 

 令和８年の新春を飾る『囲碁大会』を下記により開催いたしますので、皆様お誘い

合わせのうえ多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１ 日  時  令和８年１月２５日（日） １３：００～１７：００ 

                       （受付 １２：３０～） 

２ 会  場   井原市上出部町 1219 番地 2 

井原市「出部公民館」 ２階 多目的ホール 

 

３ 後  援   山陽新聞社 

 

４ 競技方法   参加者の段・級によりＡ級、Ｂ級で競技する 

          Ａ級（３段以上）・・・４面打ち 

          Ｂ級（２段以下）・・・４面打ち 

 

５ 表  彰   Ａ・Ｂ級 優勝者に山陽新聞社賞 

         Ａ・Ｂ各級 １位～３位までを表彰      

※ 参加賞あり 

 

６ 会  費   ５００円 

※ 当日、受付で集金いたします。 

※ 小・中・高生は会費無料 

 

７ 申  込   当日、会場で申し込み（競技開始までに受付を完了のこと） 

※ 通常の対局の段・級位で申告して下さい。 

 

８ 問合せ先   吉 澤 泰 夫 さん（℡６２－７０４１） 

坂 本  等  さん（℡６２－２４９６） 

         出部公民館 （℡６２－３９６０）平日 9：00～17：00 

 

※駐車場に限りがありますので、なるべく乗り合わせてお越し下さい。 

 

☆☆☆☆☆ 井原市出部公民館 ☆☆☆☆☆ 

 Ｂ  級 

 優  勝  髙 橋 剛 志さん 

 準優勝  藤 井   章さん 

 第３位  本 村 勝 治さん 
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スマイルいずえだより 

 第1回開催から15年目を迎える今年、

“第30回スマイルいずえゴルフコンペ”

を10月8日㈬に井原ゴルフ倶楽部で開催致

しました。 

 スマイルいずえゴルフコンペ（公民館

杯）は、2010年3月22日に井原ゴルフ倶楽

部で第1回大会を開催し、第20回を最後に

6年余り中断していましたが、2022年に公

民館長の熱い思いで再び開催することと

なり、第21回大会として再開いたしまし

た。 

 この大会の趣旨は、ゴルフを通じて交

流と親睦を図ることが目的で、毎回地区

内外の多くの方の参加をいただいており

ます。ボールの行方に一喜一憂しながら

参加者の皆さんはラウンドを楽しまれて

います。色々な環境の変化があります

が、これからも繋がりを大事にしていき

たいと思っています。今回30回記念大会

の優勝者は平野智也さん、準優勝は小谷

敬子さん、三位は坂本等さんです。 

おめでとうございます！ 

優勝 平野智也さん 準優勝 小谷敬子さん 三位 坂本等さん 

第30回スマイルいずえ（出部公民館）杯ゴルフコンペ 
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自治会だより 

笹賀下秋祭り 子ども相撲 

 10月 19日笹賀下の秋祭りでは、

大鯨・銅
おおくじら あかがね

の子ども会による総勢50人

ほどの一行が、お神輿を担いで地区内

を練り歩きました。大当番のお宅の前

では、わっしょいわっしょいと神輿が

高く舞いました。 

8月 14日出部小学校 

校庭にて 

盆踊り 

出部中部盆踊り大会 

 10月26日上出部町岩山神社で秋季大祭

が行われ、毎年恒例の奉納子ども相撲が

今年も開催されました。2歳から小学6年

生までの約40人が参加して、それぞれの

年齢に分かれて相撲を取りました。あい

にくの雨のため、屋外の土俵ではなく、

公民館で行われましたが、参加した子ど

もは一生懸命頑張っていました。最後に

5、6年生はトーナメント戦を行い、今年

も男性横綱、女性横綱が決まりました。

いつから始まった子ども相撲かわかりま

せんが、昔参加したと言われた方の年齢

から考えると50年は続けられていると思

います。来年もたくさん子どもが参加し

てくださる事を期待しています。 
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地区社協だより 

笑いヨガと 

多肉植物のアレンジ

を楽しむ 

大橋三世代交流サロン 

8月21日 笑いヨガ 

川附ふれあいの会 

10月9日（木）秋の小旅行に行き

ました。福山城博物館、甲羅本店

でのランチ。おなかも心も満たさ

れて、帰路につきました。今回は

23人の参加者で、とてもにぎわい

ました。 

 サロン大盛況 

 こいの川学級では11月8日（土）親子でクッキング教

室を開催しました。講師には、こだま園芳井ふれあい

作業所の担当者さんにお越しいただき、親子でクッ

キーづくりを楽しみました。 

 次回は、12月7日（日）「クリスマスポーセラーツ教

室」を企画しています。お皿とグラスのセットができ

ます。詳細は公民館にお問い合わせください。 

こいの川学級 

親子でクッキング 

～サクサククッキー～ 

 

9月18日 ゲーム 

10月17日 多肉植物 
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スマイルいずえだより 

≪開催予告≫ 

防災部会主催 防災プログラム

「イザ！カエルキャラバン！」

2月にスマイルいずえにて。 

地域のためにと満中陰志のご寄付

をいただきました。謹んでお礼申

し上げます。 （敬称略） 

 

◎満中陰志 

《下出部自治連合会》 

 奥野 博史（亡母） 

 佐能 一孝（亡父） 

 山本 正治（亡父） 

《出部中部自治連合会》 

 安井 一夫（亡母） 

  

 

 四季が丘在住の小泉千紗さん（出部小学校６年

生）がBMX競技で大活躍されています。２年前本

紙トップにご登場いただいたときには４年生で、

まだあどけなさの残るお子さんでしたが、今では

堂々とした選手になられました。先日スマイルい

ずえに凱旋報告に来られました。地域のスーパー

スターを応援していきましょう。 

（最近の戦績） 

◇2023年～2024年 UCIBMXレーシング ワールドチャ

レンジ年齢別クラス優勝 ◇2025年 UCIBMXレーシン

グ ワールドチャレンジ年齢別クラス 準優勝 

小泉 千紗
こ い ず み  ち さ

さん 
（上出部町四季が丘） 

スマイルいずえ 

ホームページ 

 
 

 

https://www.ibara.ne.jp/~izue-km/ 

スマイルいずえ 

出部公民館の 

インスタグラム 

izuekm 

イベント開催の最新情報はインターネットで 

ご確認ください 

(所属のBMXチーム「Te_RASU」 HPより転載) 
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 今回のふるさと出部42号はいかがでしょうか？紙面一杯に子どもたちの

笑顔をたくさん掲載することができました。ご協力ありがとうございまし

た。全国的にまちおこしの現状は楽観できるものではありませんが、地域活動が活発な

出部では、次世代にたくさんの宝を残すことができると思います。    （Ｃ・Ｈ） 

編集後記 

 「ふるさと出部」では元気なお子さん（小学

生まで）を紹介します。掲載するのは①名前

（ふりがな付き）②生年月日③町名④顔写真。

保護者の連絡先を添えてスマイルいずえ出部公

民館（〒715―0021、井原市上出部町1219-2）ま

で郵送するか持参してください。メール（izue-

km@ibara.ne.jp）でも受け付けます。 

山﨑
やまさき

 千愛
ゆ き な

さん（2015年10月28日） 

＝七日市町 
碇本 知生
いかりもと ともき

くん（2018年4月28日） 
＝下出部町 

＝下出部町 

塩出
し お で

清人
き よ と

く ん
（2020年9月8日） 

塩出
し お で

綾乃
あ や の

さ ん
（2017年9月26日） 

塩出
し お で

湊大
み な と

く ん
（2014年8月23日） 


